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蒲
田
モ
ダ
ン
研
究
会
で
は
大
田
区
や
蒲
田
に
関
す
る
テ
ー
マ
を

各
自
が
受
け
持
ち
、
月
例
会
で
報
告
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
あ
り

ま
し
た
が
、
中
期
以
降
の
月
例
会
で
は
、
か
つ
て
大
田
区
内
に
存
在

し
て
い
て
、
今
は
蒲
田
に
存
在
し
な
い
大
工
場
が
テ
ー
マ
と
な
り
、

各
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
（
企
業
）
を
受
け
持
っ
て
調
べ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
チ
ュ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
毎
回
の
月
例
会
で
発
表
す
る

と
い
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
当
初
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
ビ
ジ
ュ
ア

ル
で
そ
こ
そ
こ
有
名
な
黒
沢
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
松
竹
蒲
田
撮
影
所
、

大
倉
陶
園
と
い
っ
た
近
代
を
象
徴
す
る
よ
う
な
企
業
か
ら
始
ま
り
、

新
潟
鐵
工
所
、
三
省
堂
、
高
砂
香
料
、
宮
田
自
転
車
（
プ
ラ
ス
新
家

工
業
）、
鬼
足
袋
工
業
な
ど
と
い
っ
た
、
日
本
の
近
代
化
に
足
跡
を

残
し
て
今
も
残
っ
て
い
る
企
業
、
今
は
無
い
企
業
な
ど
を
各
自
で
分

担
し
て
学
習
し
ま
し
た
。 

 

今
回
一
〇
周
年
記
念
誌
編
纂
に
当
た
り
、
青
木
文
さ
ん
が
調
べ
て

発
表
し
た
「
新
潟
鐵
工
所
」
を
私
が
代
筆
す
る
こ
と
に
な
り
、
青
木

さ
ん
か
ら
発
表
時
の
デ
ー
タ
と
発
表
用
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
素
材

を
譲
り
受
け
ま
し
た
が
、
か
な
り
膨
大
な
資
料
で
、
記
念
誌
の
限
ら

れ
た
紙
数
で
は
収
ま
り
き
ら
な
い
も
の
で
し
た
。 

 

青
木
さ
ん
は
明
治
期
の
草
創
期
か
ら
、
戦
争
を
は
さ
ん
で
戦
後
を

乗
り
越
え
、
高
度
成
長
期
の
躍
進
と
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
業
績
の
急

激
な
悪
化
で
経
営
破
綻
し
て
い
っ
た
新
潟
鐵
工
所
の
一
〇
〇
年
の

歴
史
を
丹
念
に
調
べ
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
全
部
を
紹

介
す
る
の
は
無
理
な
の
で
、
概
略
と
補
足
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
気
に

な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
な
ど
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

新
潟
鐵
工
所
の
誕
生
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
開
発 

 

新
潟
鐵
工
所
は
そ
も
そ
も
新
潟
生
ま
れ
の
企
業
で
、
一
八
九
五
年

（
明
治
二
八
年
）
に
日
本
石
油
付
属
新
潟
鐵
工
所
と
し
て
産
声
を
あ

げ
ま
し
た
。
新
潟
は
当
時
日
本
で
は
唯
一
石
油
の
発
掘
で
き
る
場
所

と
し
て
、
米
国
か
ら
石
油
削
井
の
機
械
を
輸
入
し
て
石
油
開
発
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
機
械
が
故
障
す
る
と
部
品
を
東
京
の
輸
入
会
社

に
取
り
寄
せ
て
も
ら
い
部
品
交
換
を
す
る
と
い
っ
た
手
順
で
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
。
機
械
、
部
品
の
東
京
・
新
潟
間
の
運
搬
は
専
ら

船
便
に
依
り
ま
し
た
。 

そ
の
う
ち
簡
単
な
部
品
は
自
分
た
ち
で
作
っ
て
代
用
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
役
目
を
負
っ
た
部
門
が
日
本
石
油
付
属
新
潟

鐵
工
所
で
、
日
本
石
油
と
は
今
の
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
で

す
。
当
時
日
本
で
は
石
油
が
植
物
油
の
一
〇
分
の
一
の
値
段
で
販
売

で
き
た
た
め
、
安
価
な
ラ
ン
プ
の
燃
料
と
し
て
一
九
一
〇
年
代
ま
で

の
間
に
急
激
に
日
本
の
一
般
家
庭
に
普
及
し
ま
し
た
。 

 
新
潟
鐵
工
所
は
当
時
欧
米
視
察
に
社
員
を
派
遣
し
て
い
て
、
一
九

〇
〇
年
（
明
治
三
三
年
）
に
技
師
長
の
笹
村
万
蔵
は
パ
リ
大
博
覧
会

近
代
重
工
業
と
新
潟
鐵
工
所
に
つ
い
て 

廣
瀬 

達
志  
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で
展
示
中
の
本
物
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
を
見
ま
し
た
。 

こ
れ
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
に
日
本
人
が
初
め
て
遭
遇
し
た
ケ
ー

ス
の
よ
う
で
す
。
以
後
、
新
潟
鐵
工
所
は
当
時
最
先
端
の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
に
挑
戦
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇

年
）
日
本
石
油
は

33PS

の
単
気
筒
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
を
一
台
輸
入

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
日
本
に
入
っ
た
初
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

新
潟
鐵
工
所
は
技
術
力
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
受
注
し
た
製
品

の
設
計
ミ
ス
や
船
舶
の
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
や
シ
リ
ン
ダ
ー
が
な

か
な
か
完
成
せ
ず
、
多
大
な
損
失
を
出
し
ま
し
た
が
、
石
油
削
井
の

機
器
や
製
油
の
機
器
、
車
両
製
造
で
し
の
ぎ
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
研
究

を
続
け
て
い
き
ま
す
。 

 

日
露
戦
争
が
終
わ
っ
て
五
年
後
、
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
年
）

に
新
潟
鐵
工
所
は
日
本
石
油
か
ら
分
離
独
立
し
、
一
九
一
七
年
（
大

正
六
年
）
に
東
京
麹
町
区
有
楽
町
に
本
社
を
移
転
し
ま
し
た
。 

一
九
一
四
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
西
欧
が
一
時
的
に

ア
ジ
ア
の
植
民
地
へ
の
関
与
が
鈍
く
な
る
と
同
時
に
、
日
本
に
も
西

欧
の
製
品
が
入
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
政
府
も
産
業
奨
励
を

行
い
工
業
へ
の
優
遇
策
を
と
り
一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
の
好
景

気
を
背
景
に
繊
維
を
中
心
と
す
る
軽
工
業
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
念

願
だ
っ
た
重
工
業
に
向
け
て
産
業
の
軸
を
転
換
し
て
い
き
ま
す
。
重

工
業
の
う
ち
比
較
的
先
行
し
た
の
は
、
主
に
造
船
と
鉄
道
車
両
で
し

た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
模
倣
と
模
索
の
時
期
で
も
あ
り
、
西
欧
の

レ
ベ
ル
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
時
間
が
必
要
で
し
た
。 

蒲
田
の
新
潟
鐵
工
所
の
跡
地
に
は
今
も
「
日
本
（
船
）
舶
用
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
祥
の
地
」
と
い
う
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
新
潟
鐵
工
所
は
一

九
一
八
年
に
蒲
田
本
町
一
丁
目
に
近
代
的
な
デ
ィ
ー
ゼ
ル
専
門
の

大
規
模
工
場
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
一
九
一
九
年
六
月
に
こ

の
工
場
で
舶
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
「M4Z

」
を
日
本
で
初
め
て
完
成

さ
せ
ま
し
た
。（
ち
な
み
に

100PS/350rpm

正
味
平
均
有
効
圧
力

5.12Kgf

／
㎠
と
い
う
性
能
表
記
で
す
が
私
に
は
ど
の
程
度
の
も
の

な
の
か
咀
嚼
で
き
て
い
ま
せ
ん
。）
一
九
〇
七
年
（
明
治
三
三
年
）

に
単
気
筒
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
を
初
輸
入
し
て
か
ら
一
二
年
後
の
こ

と
で
す
。
こ
のM4Z

は
翌
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
静
岡
県
の
マ

グ
ロ
漁
船
「
第
二
大
洋
丸
」「
海
運
丸
」
に
搭
載
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
主
流
だ
っ
た
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
と
比
べ
燃
料
と
水
の
経
費
が
三
割

減
と
な
り
大
き
な
注
目
を
集
め
ま
し
た
。 

新
潟
鐵
工
所
は
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
年
）
に
は
、
さ
ら
に
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
のNobel

社
か
ら
２
サ
イ
ク
ル
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
製
造
権

を
取
得
し
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
に
共
同
漁
業
の
ト
ロ
ー
ル

船
「
釧
路
丸
」
に750PS

デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
搭
載
し
ま
し
た
。
続
く
一

九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
に
は
農
商
務
省
調
査
船
「
俊
鶴
丸
」
にNobel

型

1500PS

を
搭
載
し
ま
す
。
当
時
「
我
が
国
デ
ィ
ー
ゼ
ル
漁
船
の

総
馬
力
の
８
０
％
は
新
潟
鐵
工
所
が
賄
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

新
潟
鐵
工
所
は
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
に
は
商
工
省
の
工
業

奨
励
金
六
〇
〇
〇
円
を
得
て
、
ま
す
ま
す
技
術
力
を
高
め
て
い
き
ま

す
。 
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日
本
中
で
一
斉
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
開
発
へ 

な
お
、
船
舶
用
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
（
実
用
）
は
新
潟
鐵
工
所
こ
そ
日

本
初
で
す
が
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
開
発
は
一
九
一
七
年
（
大
正
六

年
）
三
菱
神
戸
で
清
水
菊
平
ら
の
設
計
で
独
自
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

G37.5

／50

型（4

気
筒
、口
径375

㎜
、行
程500

㎜
、250PS/187rpm

）

を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。（
な
お
三
菱
は
他
社
が
外
国
の
ラ
イ
セ

ン
ス
で
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
開
発
を
進
め
た
の
に
対
し
、
独
自
開
発

を
進
め
、
今
も
そ
の
技
術
は
三
菱
重
工
業
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。） 

こ
の
時
期
は
、
全
国
の
造
船
会
社
や
機
械
工
場
が
一
斉
に
デ
ィ
ー

ゼ
ル
の
開
発
に
乗
り
出
し
て
い
て
、
池
貝
鉄
工
も
一
九
二
〇
年
（
大

正
九
年
）
に4

サ
イ
ク
ル40PS

機
関
を
独
自
に
開
発
し
ま
し
た
。

川
崎
造
船
、
神
戸
製
鋼
、
横
浜
船
渠(

の
ち
に
三
菱
重
工
業
と
合
併)

、

三
井
物
産
な
ど
が
海
外
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
会
社
と
提
携
を
結
び
デ
ィ

ー
ゼ
ル
開
発
を
始
め
ま
す
。
山
岡
発
動
機
（
ヤ
ン
マ
ー
）
は
一
九
三

三
年
（
昭
和
八
年
）
に
世
界
初
と
い
わ
れ
る
小
型
横
形
水
冷
デ
ィ
ー

ゼ
ル
機
関
「
Ｈ
Ｂ
型
」
を
完
成
さ
せ
る
な
ど
、
各
社
が
し
の
ぎ
を
削

り
ま
す
。 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
は
ガ
ソ
リ
ン
機
関
よ
り
経
済
的
な
た
め
、
日
本
の
よ

う
な
石
油
輸
入
国
に
と
っ
て
は
ど
う
し
て
も
手
に
入
れ
た
い
技
術

で
し
た
。
た
だ
し
、
技
術
的
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
先
行
す
る
欧

米
で
も
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
方
が
先
に
完
成
し
て
い
ま
す
。 

 

第
一
次
世
界
大
戦
と
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
会
議 

こ
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
開
発
に
は
当
時
、
日
本
海
軍
や
政
府
の
意

向
が
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

一
九
一
四
～
一
八
年
（
大
正
三
～
七
年
）
の
第
一
次
世
界
大
戦
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
が
初
め
て
戦
車
、
飛
行
機
、
潜
水
艦
な
ど
の
近
代

兵
器
を
投
入
し
た
戦
い
で
し
た
。
英
、
独
の
潜
水
艦
の
戦
果
は
目
覚

ま
し
く
、
日
本
の
軍
備
の
近
代
化
が
あ
ら
た
め
て
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
日
露
戦
争
に
勝
利
し
、
急
速
に
海
軍
力
を
増
強
し
て
い
た
日
本

は
、
一
九
二
一
年
（
大
正
一
〇
年
）
に
開
か
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮

会
議
で
主
力
艦
の
ト
ン
数
を
六
割
に
制
限
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期

の
海
軍
は
巨
砲
を
持
つ
戦
艦
に
よ
る
海
戦
中
心
の
戦
略
で
し
た
が
、

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
で
潜
水
艦
の
制
限
が
例
外
的
に
制
限
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
潜
水
艦
を
建
造
し
て
軍
事
力
強
化
を
図
り
ま
す
。
ド

イ
ツ
か
ら
潜
水
艦
を
購
入
し
技
師
を
招
き
ま
す
が
、
潜
水
艦
技
術
に

は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
開
発
は
不
可
欠
な
も
の
で
し
た
。
日
本
海
軍
は
デ
ィ

ー
ゼ
ル
開
発
に
注
力
し
、
民
間
各
社
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
い
き
ま
す
。 

特
に
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
の
ロ
ン
ド
ン
会
議
で
潜
水
艦
の

保
有
量
の
制
限
は
、
日
英
米
各
国
が
同
量
と
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
日
本
は
潜
水
艦
の
性
能
を
向
上
し
て
優
位
を
目
指
し
、
高

速
潜
水
艦
の
建
造
を
目
指
し
ま
す
。
性
能
向
上
す
る
に
は
ス
イ
ス
、

ド
イ
ツ
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
輸
入
し
搭
載
す
る
と
実
現
し
ま
す
が
費

用
が
大
き
い
た
め
に
国
産
品
開
発
の
道
を
選
択
し
、
一
九
三
二
年

（
昭
和
七
年
）
に
日
本
海
軍
独
自
の
「
艦
本
式
一
号
機
関
」
が
イ
号

潜
水
艦
に
搭
載
さ
れ
て
速
力
二
四
ノ
ッ
ト
を
実
現
し
ま
す
。 

こ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
日
本
の
各
社
も
デ
ィ
ー
ゼ
ル
開
発
を
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進
め
ま
す
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
は
、
船
舶
用
、
陸
用
、
鉄
道
車
両
用

と
大
き
く
分
類
さ
れ
ま
す
。
ま
た
大
き
さ
や
用
途
に
よ
っ
て
細
か
く

分
類
さ
れ
ま
す
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
が
動
く
原
理
は
同
じ
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
補
助
的
な
機
械
類
も
違
い
ま
す
。
全
部
の
分
野
を
手
掛
け
る

会
社
や
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
に
進
む
会
社
も
あ
り
ま
し
た
。
新
潟

鐵
工
所
は
漁
船
が
得
意
分
野
で
し
た
が
、
海
軍
の
軍
艦
は
じ
め
軍
関

係
の
生
産
、
満
州
鉄
道
の
車
両
な
ど
も
手
掛
け
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

戦
争
が
は
じ
ま
る
と
、
資
材
の
割
り
当
て
も
国
家
統
制
が
入
り
、
日

本
中
が
徐
々
に
民
需
や
官
需
よ
り
軍
需
優
先
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

新
潟
鐵
工
所
の
一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
年
）
の
受
注
残
高
は
二

億
四
〇
〇
〇
万
円
。
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
＝
終
戦
の
年
）
の

売
上
高
は
一
九
三
七
年
の
四
倍
弱
、
利
益
は
六
倍
強
、
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
四
月
一
五
日
蒲
田

工
場
と
付
属
建
物
一
万
五
千
坪
（49,500

㎡
）
は
米
国
爆
撃
機
の
空

襲
に
よ
っ
て
焼
失
。
従
業
員
の
半
数
が
罹
災
。
海
軍
は
蒲
田
工
場
復

活
を
計
画
、
積
極
的
に
援
助
を
申
し
入
れ
て
き
た
が
、
収
容
生
産
設

備
は
な
く
、
従
業
員
罹
災
で
稼
働
率
は
低
下
、
再
起
は
困
難
と
さ
れ

た
。
更
に
五
月
二
四
日
の
空
襲
で
従
業
員
寮
を
焼
失
、
操
業
率
は
一

層
低
下
し
た
。
海
軍
は
兵
員
四
〇
〇
人
派
遣
と
新
潟
へ
の
移
動
を
計

画
し
た
が
実
現
し
な
い
ま
ま
終
戦
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
四
月
五
月
の
空
襲
は
日
本
の
軍
需
工
場
が
集
積
し
て
い
た

大
田
区
へ
の
集
中
的
な
攻
撃
で
し
た
。 

 ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
話
（
閑
話
休
題
） 

 

青
木
さ
ん
の
デ
ー
タ
を
見
て
い
た
ら
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ

り
ま
し
た
。 

「
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
三
月
新
潟
鐵
工
所
で
労
働
争
議
。

九
月
関
東
大
震
災
。蒲
田
工
場
は
被
害
が
少
な
か
っ
た
の
で
一
〇
月

一
日
よ
り
操
業
再
開
。 

翌
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
年
）
同
業
者
の
「
戸
畑
鋳
物
」
か
ら

蒲
田
工
場
と
の
申
し
入
れ
あ
り
。 

震
災
と
労
働
争
議
で
経
営
不
振
に
あ
っ
た
新
潟
鐵
工
所
だ
が
、
経

営
陣
が
売
却
を
拒
ん
だ
。
こ
の
決
断
に
よ
り
、
従
業
員
の
結
束
を
生

み
、
以
降
、
工
場
の
運
営
は
好
調
に
推
移
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。」 

 

こ
の
申
し
入
れ
を
し
た
「
戸
畑
鋳
物
」
と
は
、
後
に
ダ
ッ
ト
サ
ン

を
手
に
入
れ
、
満
州
に
全
資
産
を
投
入
し
た
日
産
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の

鮎
川
義
介
氏
が
米
国
か
ら
帰
国
後
初
め
て
手
掛
け
た
会
社
で
す
。
歴

史
と
は
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
鮎
川
氏
に
工
場
を
手
放
し
て

い
た
ら
、
こ
の
蒲
田
工
場
は
ダ
ッ
ト
サ
ン
の
工
場
に
で
も
す
る
つ
も

り
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

自
動
車
業
界
の
流
れ
で
言
え
ば
、
大
田
区
内
で
は
隣
町
の
大
森
の

い
す
ゞ
自
動
車
が
面
白
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
東
京
瓦
斯

電
気
工
業
。
星
子
勇
と
い
う
天
才
的
技
術
者
が
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
の
経
営
権
を
握
り
た
い
鮎
川
氏
が
第
十
五
銀
行
を
は
さ
ん
で

暗
躍
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
話
は
ま
た
の
機
会
に
。 

 
復
興
期
か
ら
高
度
成
長
期
の
新
潟
鐵
工
所 

 

紙
数
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
戦
後
は
概
略
し
て
書
い
て
い
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き
ま
す
。 

 

新
潟
鐵
工
所
は
、
復
興
に
当
た
り
日
本
勧
業
銀
行
の
支
援
を
受
け

て
立
ち
直
り
、
復
興
期
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
修
理
や
大
型
鋳
造
品

の
製
作
で
し
の
ぎ
、
朝
鮮
動
乱
特
需
で
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
年
）

に
は
業
績
も
一
五
％
配
当
す
る
ま
で
に
回
復
し
、
高
度
成
長
期
に
は

売
上
高
も
拡
大
し
、
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
年
）
＝
一
七
億
三
二

〇
〇
万
円
、
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
年
）
＝
三
八
億
八
一
〇
〇
万

円
、
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
年
）
＝
二
一
九
億
九
〇
〇
〇
万
円
と

な
り
ま
す
。
取
扱
部
門
は
、
内
燃
機
、
加
工
機
、
車
両
、
造
船
、
建

設
機
、
工
作
機
、
産
業
機
だ
っ
た
が
、
特
に
顕
著
な
伸
び
は
加
工
機

部
門
と
工
作
機
部
門
に
み
ら
れ
ま
し
た
。 

戦
後
発
展
し
た
過
給
機
な
ど
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
を
主
力
と
す
る

製
品
受
注
に
力
を
入
れ
、
一
九
六
八
年
か
ら
は
多
く
の
原
子
力
発
電

所
に
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
装
置
を
納
入
す
る
な
ど
の
実
績
を

上
げ
ま
す
。 

 

蒲
田
内
燃
機
工
場
の
閉
鎖
～
バ
ブ
ル
崩
壊
～
経
営
破
綻
へ 

 

新
潟
鐵
工
所
と
と
も
に
生
き
た
蒲
田
工
場
は
老
朽
化
の
た
め
一

九
七
六
年
（
昭
和
五
一
年
）
に
閉
鎖
さ
れ
、
主
力
工
場
は
群
馬
県
の

太
田
工
場
に
移
転
し
ま
す
。
工
場
敷
地
は
Ｕ
Ｒ
に
売
却
し
公
団
住
宅

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
に
も
多
く
の
生
産
拠
点
を
設
け
、
石
油
、

機
械
、
プ
ラ
ン
ト
な
ど
幅
広
く
経
営
を
進
め
ま
す
。 

 

し
か
し
、
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）
の
急
激
な
円
高
か
ら
一

九
九
一
年
（
平
成
三
年
）
バ
ブ
ル
が
崩
壊
に
至
る
中
で
、
徐
々
に
企

業
の
体
力
が
落
ち
て
き
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
海
外
プ
ラ
ン
ト
の

業
績
が
悪
化
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
債
務
超
過

に
よ
る
工
場
再
編
、
人
員
削
減
、
不
動
産
売
却
を
行
い
、
二
〇
〇
一

年
一
一
月
会
社
更
生
法
を
適
用
し
経
営
破
綻
と
な
り
ま
す
。（
負
債

額
約
二
二
七
〇
億
円
） 

 

各
業
務
部
門
と
子
会
社
は
Ｉ
Ｈ
Ｉ(

旧
石
川
島
播
磨
重
工
業)

系

列
の
各
部
門
ほ
か
へ
移
管
さ
れ
清
算
。 

 

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
や
機
械
関
係
の
先
端
企

業
で
あ
り
名
門
、
巨
人
で
あ
っ
た
新
潟
鐵
工
所
と
し
て
は
、
か
な
り

あ
っ
け
な
い
幕
引
き
で
し
た
。 

 

日本で初の舶用ディーゼル機関M４Z 
       (「新潟鐵工所100年史」83頁) 


